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	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼのraf/milファミリーに属するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、細胞分裂、分化、分泌に影響を与えるMAPキナーゼ／ERKシグナル伝達経路の制御に関与しています。この遺伝子の変異は、心不全、知的障害、および特徴的な顔貌を特徴とする疾患である心顔皮膚症候群と関連しています。また、この遺伝子の変異は、非ホジキンリンパ腫、大腸がん、悪性黒色腫、甲状腺がん、非小細胞肺がん、肺腺がんなど、様々ながんとの関連も報告されています。この遺伝子には、X染色体上に位置する偽遺伝子が同定されています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをRaf-B（リン酸化Thr401）ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG（H + L）抗体を用いた。

